
contents

14 ～地域の情報～ とぴっくす
12 ～生産者紹介～
キラキラ元気ファーマーズ

13 旬の農産物 ～トマト～
キラキラキッチン

10 営農・販売担当紹介

02

04

第21回通常総代会
集落座談会Q&A

06 100号記念対談
～日本の農業と食を守るために～

17 キラキラコラム
16 みんなの広場 ～マイペット～ 19 100号記念プレゼント

お便りコーナーほか
20 直売所情報18 ＪＡインフォメーション 新潟市

広報誌100号記念
抽選で100名様に当たる！ vol. 100

2024

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
、

地
域
と
と
も
に
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経
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
む

　

石
山
德
行
組
合
長
は
冒
頭
の
挨

拶
で「
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
、渇

水
に
見
舞
わ
れ
農
産
物
の
品
質
低

下
、収
量
不
足
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
。生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
も
合
わ

さ
っ
て
農
家
経
営
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で
、「
令
和

６
年
度
は
中
期
３
カ
年
経
営
計
画

の
最
終
年
度
に
な
る
。経
営
安
定
に

向
け
、一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

　

議
長
に
は
後
藤
豊
総
代（
岡
方
地

区
）と
青
木
恵
子
総
代（
曽
野
木
地

区
）が
選
出
さ
れ
、令
和
５
年
度
事

業
報
告
と
剰
余
金
処
分
案
、令
和
６

年
度
事
業
計
画
な
ど
全
５
議
案
を

審
議
し
、す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
を
振
り
返
る

　

第
１
号
議
案
で
は
、営
農
経
済

部
・
金
融
共
済
部
・
総
務
部
の
各
部

長
よ
り
、令
和
５
年
度
の
各
事
業
の

実
績
と
収
支
や
財
務
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

｠

営
農
経
済
部
で
は
、猛
暑
・
渇
水

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
る
べ
く
栽
培
指
導
を

強
化
し
た
ほ
か
、大
規
模
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
や
役
員
同
行
訪
問

の
実
施
に
よ
り
、組
合
員
の
要
望
や

意
見
を
事
業
運
営
に
反
映
で
き
る

体
制
を
構
築
し
、地
域
農
業
の
課
題

解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

金
融
共
済
部
で
は
、中
部
地
区
の

３
支
店
を
集
約
し
た
新
た
な
基
幹

支
店
の
建
設
を
進
め
ま
し
た
。令
和

６
年
度
か
ら
本
稼
働
す
る
資
産
形

成
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

に
向
け
て
外
部
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
導
入
し
、職
員
の
育
成
や
推
進

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
決
算
は
、減
損
処

理
並
び
に
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
、そ

の
他
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

詳
細
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。計
画

を
上
回
る
事
業
利
益
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
、剰
余
金
処
分
案
で
は

出
資
配
当
金
を
１.５
％
と
す
る
こ
と

等
を
上
程
し
ま
し
た
。

　第２１回通常総代会を４月２０日（土）に新潟テルサで開催しました。総代４９９名のうち、本人出席217名、
代理出席4名、書面議決267名、合わせて488名からご出席をいただき、全５議案が可決されました。これか
らも地域農業の発展に貢献できるよう、組合員の皆さまとの対話を大切にしながら事業運営を行ってまいり
ますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

第21回通常総代会
「中期3カ年経営計画の着実な実践へ」

特集

提
出
議
案

【
第
１
号
議
案
】令
和
５
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

【
第
２
号
議
案
】令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

【
第
３
号
議
案
】理
事
及
び
監
事
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

【
第
４
号
議
案
】令
和
６
年
度
の
賦
課
金
、賦
課
方
法
、徴
収
時
期
及
び
徴
収

　
　
　
　
　
　

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

【
第
5
号
議
案
】定
款（
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
及
び
附
属
書
役
員
選
任
規
程

　
　
　
　
　
　

を
含
む
）の
変
更
に
つ
い
て

開会の挨拶をする石山組合長

閉会の挨拶をする早川専務

議長を務める青木さん㊧と後藤さん㊨
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令和６年度重点取組事項 （一部抜粋）

営農経済部門 持続可能な農業経営基盤の確立に向けた
農業者支援、販売力強化

金融共済部門 農業・地域・くらしに貢献し、組合員・利用者に
選ばれ必要とされるJAの実現

・中部ブロック（石山・大江山・木戸）の３店舗を集約し、令和６
年８月の新店舗グランドオープンに向けた準備を進めてま
いります。
・北部ブロック、南部ブロックについて、店舗機能再編に向け
た検討を進めてまいります。

・相談体制と出向く体制を両
立させ、農業者への総合支
援体制と園芸農産物の販売
力強化に重点的に取り組ん
でまいります。

・１億円産地育成構想に沿った園芸生産拡大による生産者所得の確保を図ります。
・主要品目販売担当グループの活動範囲を広げ、市場・仲卸から要望のあった「ジャンボピーマン」・
「冬至用カボチャ」を推進してまいります。
・キラキラマーケットは、県内外客の来店増加に向けた試食販売・対面販売の実施やインターネット
販売の強化により売上増加を図ります。

・離農者の農地を農地中間管理機構及び相対契約の調整により
栽培継続ができるようにサポートしてまいります。
・高温に強い品種の作付推進や作付時期の分散、高温時の穂肥
散布情報の提供など農業者が取り組み可能な対策を周知して
まいります。

・営農経済部との連携により農業者への定
期的な訪問を通じた関係強化に取り組
み、農業資金ニーズへの対応に努めてまいります。
・農業・地域を応援いただける金融商品・サービスを提供
し、さらなるＪＡのファンづくりに努めてまいります。

　組合員の皆さまに配布いたしました「第２１回通常総代会議案」について、一部誤りがありましたので下記のとおり訂正させていただきます。
資料作成にあたっては十分に検証し、間違いのないよう努めてまいります。申し訳ございませんでした。

総 務 部 門 農業・地域・くらしに貢献し、組合員・利用者を
支え続けるＪＡの実現

・訪問活動や座談会・説明会を通じて組合員の声を把握し、農家所
得の向上や課題解決に向けた取り組みを進めてまいります。
・アンケートやコミュニティ誌等の活用により組合員ニーズを把握
し、ＪＡ事業への理解促進や利用拡大に取り組みます。

・持続可能な収益性と健全性を確保するため、収
支改善策をより具体的に進め、かつ新たな中期
3カ年計画の策定に取り組みます。
・役員改選に向けた手続きを進めてまいります。

組
合
員
３
名
に
功
労
者
表
彰

　
長
き
に
亘
る
地
域
農
業
の
振
興

と
組
合
へ
の
貢
献
を
た
た
え
、両
川

地
区
の
井
上
和
夫
さ
ん（
両
川
そ
菜

組
合
　
組
合
長
17
年
）、鳥
屋
野
地

区
の
石
澤
政
弘
さ
ん（
上
沼
農
家
組

合
　
組
合
長
10
年
）、木
崎
地
区
の

加
藤
國
夫
さ
ん（
農
事
組
合
法
人
　

フ
ァ
ー
ム
横
土
居
　
代
表
理
事
16

年
）に
、石
山
組
合
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

正 誤

（2024.4）

訂正箇所

18,256,345 △18,256,345 金額の訂正

備考

文言の訂正地区選出の監事３名を２
名に変更する予定です。

監事４名を３名に変更
する予定です。

第２号議案「事業計画」総務部
＜役員定数の見直しについて＞２行目より

P74

P32 第１号議案「事業報告の附属明細書」
（３）役員との間の取引の明細表
当期増減額

1 店舗集約・ＡＴＭ再編に向けた取り組み

2 営農指導事業の強化

3 園芸拡大対策の実践と販売力強化

2 農業・地域の成長支援

2 組合員との関係強化1 持続可能な経営基盤の確立・強化

1

第２１回通常総代会議案の一部訂正について

水稲栽培面積の維持と高温対策

功労者表彰を受ける井上和夫さん 井上和夫さん㊧と小柳覚さん㊨（加藤國夫さんの代理人）

キラキラちゃん
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Q 

営
農
指
導
事
業
が
毎
年
赤
字
だ

が
改
善
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
？

A 

指
導
事
業
収
入
は
賦
課
金
で
あ

り
、
そ
れ
を
上
回
る
組
織
活
動
費
、

営
農
改
善
費
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

改
善
は
難
し
い
で
す
が
、
各
事
業
を

通
じ
て
収
益
に
貢
献
し
て
い
る
と
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
。

Q 

農
業
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

持
続
可
能
な
農
業
基
盤
を
維
持
す

る
と
あ
る
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
事

を
考
え
て
い
る
の
か
？

A 

集
落
・
農
業
者
へ
出
向
い
て
農

地
集
積
や
法
人
化
・
集
落
営
農
を

含
め
ど
の
よ
う
な
形
で
農
地
を
維

持
し
て
い
く
か
を
徹
底
し
て
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q 
平
成
28
年
か
ら
の
新
規
就
農
者

50
名
は
農
業
を
継
続
し
て
い
る
の

か
？A 

皆
さ
ん
農
業
を
継
続
し
て
お

り
、
新
規
就
農
者
は
全
地
区
か
ら

出
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
新
規
就

農
者
向
け
の
研
修
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

Q 

も
み
殻
問
題
は
Ｊ
Ａ
で
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
？

A 

も
み
殻
処
理
に
つ
い
て
は
難
し
い

課
題
で
す
が
、
有
効
な
処
理
が
で
き

る
よ
う
行
政
と
一
体
と
な
り
検
討

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
水
田
散
布
の

た
め
の
モ
ミ
ガ
ラ
散
布
機
（
ま
い
太

郎
）
な
ど
の
購
入
に
際
し
、
補
助

事
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

集
落
で
農
業
後
継
者
が
減
少
し

て
お
り
、
資
材
費
高
騰
に
よ
り
離

農
者
が
増
加
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
は
こ
の

問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も

り
か
？

A 

集
落
営
農
、
法
人
化
、
受
託

組
合
を
通
じ
て
の
受
委
託
な
ど
を

中
心
に
農
家
組
合
と
も
話
し
合
い

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q 

令
和
６
年
度
が
猛
暑
・
渇
水
に

な
っ
た
場
合
の
対
策
は
あ
る
の
か
？

ま
た
新
し
い
高
温
耐
性
品
種
は
何

年
後
く
ら
い
に
出
て
く
る
の
か
？

A 

暑
さ
に
強
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
開

発
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
、
県
の

情
報
で
は
未
定
で
す
。
当
面
は
早

生
の「
ゆ
き
ん
子
舞
」や
晩
生
の「
新

之
助
」（
栽
培
要
件
あ
り
）の
面
積

拡
大
や
作
期
分
散
、高
温
時
の
穂
肥

追
加
散
布
、充
分
な
潅
水
な
ど
に
よ

る
対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q 

園
芸
１
億
円
産
地
育
成
構
想
は

当
初
の
計
画
通
り
に
進
捗
し
て
い
る

の
か
？

A 

南
浜
地
区
は
第
三
大
規
模
ハ
ウ

ス
団
地
が
完
成
し
、
ス
イ
カ
の
作
付

面
積
・
販
売
額
と
も
に
計
画
通
り
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
南
浜
す

い
か
部
会
の
生
産
者
数
は
42
名
で
す
。

Q 

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
Ｔ
Ａ

Ｃ
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

A 
令
和
５
年
度
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
名
体

制
で
し
た
が
、
組
合
員
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
な
い
場
面
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
活
動
内
容
を
検
証
し
、

新
た
な
体
制
に
て
出
向
い
て
最
新
の

情
報
を
提
供
し
、
営
農
相
談
に
対

応
で
き
る
指
導
員
を
育
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Q 

農
家
組
合
の
位
置
づ
け
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？
今
後
、農

家
組
合
活
動
費
は
減
少
す
る
の
か
？

　
A 

Ｊ
Ａ
を
支
え
る
大
事
な
組
織
と

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
般
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
農
家
組
合
活
動
の

現
状
把
握
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
数
年
か
け
て
農
家
組
合

活
動
費
の
不
均
衡
を
調
整
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

営
農
経
済
部

集
落
座
談
会

　
春
季
座
談
会
に
お
い
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
質
問
・

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
・
ご
意
見
に
つ
い
て
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和６年度
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Q 
他
の
店
に
は
小
規
模
農
家
や
家

庭
菜
園
用
の
肥
料
、
農
薬
に
小
容

量
の
取
り
扱
い
が
あ
る
が
、Ｊ
Ａ
で
も

小
容
量
も
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
。

A 

Ｊ
Ａ
は
予
約
購
買
が
基
本
で
あ

り
、
置
き
場
の
確
保
も
難
し
い
こ
と

か
ら
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
多
く
の
組
合
員
か
ら

要
望
品
目
が
あ
れ
ば
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Q 

土
づ
く
り
資
材
へ
の
助
成
は
効

果
が
あ
っ
た
の
か
？
ま
た
令
和
６
年

度
以
降
は
行
わ
な
い
の
か
？

A 

継
続
し
て
行
う
こ
と
で
効
果
は

出
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
土
づ
く

り
資
材
助
成
は
3
カ
年
実
施
し
た

こ
と
か
ら
一
旦
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
生
産
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。

Q 

農
業
機
械
導
入
時
の
補
助
事
業

の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

A 

営
農
経
済
部
の
体
制
を
整
備
し

農
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
、
新
潟
市
元
気

な
農
業
応
援
事
業
な
ど
補
助
事
業

導
入
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

Q 

Ｊ
Ａ
で
ん
き
へ
の
切
り
替
え
は
全

て
Ｊ
Ａ
で
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

A 

全
て
Ｊ
Ａ
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

大
手
電
力
会
社
よ
り
若
干
安
く
な

る
こ
と
が
多
く
、
無
料
で
試
算
い
た

し
ま
す
。

Q 

畑
作
農
家
は
春
し
か
免
税
軽
油

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ

か
？A 

要
件
に
合
え
ば
畑
作
農
家
で
も

春
と
秋
ど
ち
ら
も
交
付
対
象
と
な

り
ま
す
。
営
農
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

Q 

北
部
営
農
経
済
施
設
の
集
約
は

地
域
の
生
産
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

A 

営
農
経
済
委
員
会
や
専
門
委

員
会
等
で
協
議
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
の
農
家
組
合
や
生
産
組
合

と
の
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

石
山
支
店
統
合
後
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

設
置
は
ど
う
な
る
の
か
？

A 

石
山
支
店
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
２
台（
う
ち

硬
貨
対
応
１
台
）
を
設
置
い
た
し

ま
す
。
大
江
山
支
店
の
既
存
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
は
当
面
設
置
を
継
続
し
、
将

来
は
中
部
資
材
セ
ン
タ
ー
建
設
予

定
地
内
へ
の
移
設
に
向
け
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

｠
Q 

元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

管
内
の
被
害
状
況
は
ど
う
か
？

A 

被
害
に
遭
わ
れ
た
建
物
更
生
共

済
加
入
先
に
は
、
迅
速
に
共
済
金

の
お
支
払
い
を
行
い
、
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
当
Ｊ
Ａ
加
入

先
被
害
棟
数

：

9
4
3
棟
、共
済
金

支
払
額

：

8
億
4
，
1
1
1
万
円 

令
和
６
年
４
月
10
日
現
在
）

｠
Q 

日
本
銀
行
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
を
解
除
し
た
が
Ｊ
Ａ
も
金
利
を
見

直
す
の
か
？

A 

４
月
１
日
か
ら
貯
金
金
利
を
引

き
上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
他
金
融

機
関
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
行
う
予
定
で
す
。

Q 

県
内
８
Ｊ
Ａ
体
制
と
な
っ
た
が

当
Ｊ
Ａ
は
合
併
し
な
い
の
か
？

A 

現
在
、
合
併
協
議
は
な
く
引
き

続
き
当
Ｊ
Ａ
独
自
の
経
営
改
善
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
合
併
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q 

減
損
処
理
は
や
む
を
得
な
い
が

真
剣
に
捉
え
て
今
後
に
活
か
し
て
ほ

し
い
。

A 

今
後
も
経
営
改
善
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
次
期
中
期
３
カ
年

経
営
計
画
に
お
い
て
収
益
力
向
上

と
店
舗
再
構
築
を
含
め
た
効
率
化

対
策
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

役
員
数
削
減
と
な
る
が
女
性
枠

は
ど
う
な
る
の
か
？

A 

女
性
理
事
枠
の
２
名
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
監
事
３
名
の
う
ち
１
名

に
女
性
を
充
て
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Q 

遊
休
資
産
の
処
分
は
ど
う
す
る

の
か
？

A 

支
店
集
約
後
の
跡
地
等
に
つ
い

て
は
、
遊
休
資
産
等
検
討
委
員
会

に
お
い
て
効
果
的
な
処
分
・
活
用
の

方
法
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

職
員
の
退
職
が
増
え
て
い
る
の

で
定
着
す
る
よ
う
対
策
し
て
ほ
し

い
。A 

優
秀
な
人
材
の
定
着
を
図
る
た

め
待
遇
改
善
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

金
融
共
済
部

総
　
務
　
部

3
5
4
1
1
1
2
1
1

石　山
木　戸
大江山
大　形
両川・曽野木
鳥屋野
南　浜
濁　川
木崎・葛塚・岡方・長浦

44
56
45
28
23
13
11
12
76

19 308

出席者数地　区　名 会場数

合　　　計

令
和
6
年
度

春
季
集
落
座
談
会
出
席
状
況
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食料自給率は38％まで低迷しているのが現状です。また、農業従
事者は、毎年約6万人のペースで減少。さらに、平均年齢は68.4歳
（2022年）と高齢化が進んでいます。農地も、ピーク時から約176万
ヘクタール、四国と同じくらいの面積が減っています。

新
海　
藤
木
議
員
、新
潟
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

藤
木　

新
潟
に
は
よ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
日
も
楽
し
み
に
伺
い
ま
し
た
。

新
海　
新
潟
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

藤
木　

お
米
も
魚
も
美
味
し
く
て
い
つ
も
楽
し
み

で
す
。ホ
テ
ル
の
朝
食
も
美
味
し
く
て
新
潟
の
強
み

だ
と
感
じ
ま
す
。

新
海　
本
日
は
石
山
組
合
長
と
藤
木
議
員
の
対
談

と
な
り
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
課
題
は
担
い
手
確
保
と

経
営
継
続

新
海　
ま
ず
は
農
業
の
課
題
に
つ
い
て
組
合
長
に
伺
い
ま

す
。

石
山　

昨
今
の
農
業
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
担
い
手
の

確
保
と
経
営
継
続
で
す
。近
年
、肥
料
や
燃
料
価
格
が
高
騰

し
て
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
の

猛
暑
・
渇
水
に
よ
っ
て
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
１

等
比
率
0.3
％
と
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
品
質
低
下
と
な
り
ま

し
た
。

新
海　
昨
年
は
本
当
に
暑
く
て
農
家
の
方
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

石
山　

新
潟
県
で
は
暑
さ
に
強
い
水
稲
品
種
の
育
成
を
急

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、品
種
改
良
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。行
政
か
ら
助
成
支

援
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、近
年
、地

球
温
暖
化
に
伴
う
高
温
傾
向
に
は

懸
念
し
て
い
ま
す
。

藤
木　

農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
気
候
変
動
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。品
種
改
良
は
大
事
な
こ
と
で

す
が
長
い
時
間
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、気
候
の
変
化
に
合
わ

せ
て
作
業
の
や
り
方
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。例
え
ば
、

田
植
え
を
遅
ら
せ
て
高
温
の
影
響

を
受
け
る
開
花
時
期
を
ず
ら
す
な

ど
の
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
山　

作
業
を
遅
ら
せ
る
高
温
対

策
は
新
潟
県
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。し
か
し
、家
族
経
営
の
場
合

は
５
月
の
連
休
に
家
族
が
協
力
し

て
一
斉
に
田
植
え
を
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。経
営
規
模
の
大
き

い
農
家
で
は
早
生
品
種
、コ
シ
ヒ

カ
リ
、晩
生
品
種
を
導
入
し
て
作

業
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。晩
生

の「
新
之
助
」は
１
等
比
率
95.7
％
と

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
事
業
継
承
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

新
海　
担
い
手
不
足
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
農
家
は
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

そ
う
で
す
ね
。高
齢
化
や

跡
継
ぎ
が
い
な
い
な
ど
、当
Ｊ
Ａ

管
内
で
は
毎
年
50
人
以
上
が
離
農

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら「
団
塊
の

世
代
」が
高
齢
に
な
る
と
さ
ら
に

離
農
者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

新
海　
離
農
さ
れ
た
方
の
農
地
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
や
農
業
法
人

に
委
託
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、す
で
に
目
一
杯
受
け
入
れ
て

い
る
よ
う
な
現
状
で
す
。耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、農
地
の

所
有
者
だ
け
で
な
く
集
落
、行
政
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
話
し
合
っ
て
農
地
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
海　
農
家
の
方
以
外
の
方
が
就

農
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

そ
う
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん

い
ま
す
し
、行
政
の
支
援
も
手
厚

く
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、な
か
な

か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
り
地
域

社
会
に
馴
染
め
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。私
は
、農
家
の
息
子

さ
ん
が
跡
を
継
ぐ
場
合
も
同
じ
よ

う
に
し
っ
か
り
支
援
し
て
、事
業

継
承
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。最

近
よ
う
や
く
様
々
な
支
援
が
具
体

化
し
て
き
ま
し
た
。

新
海　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

支
援
で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

就
農
す
る
と
、親
の
収
入

に
プ
ラ
ス
し
て
自
分
た
ち
の
収
入

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、経
営
規
模
の
拡
大
が
必

要
に
な
り
ま
す
。機
械
の
更
新
時

に
無
利
子
の
資
金
提
供
を
行
っ
た

り
、当
初
３
年
間
は
所
得
支
援
を

し
た
り
、農
業
大
学
校
な
ど
の
学

費
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
山　

Ｊ
Ａ
で
も
新
規
就
農
者
へ

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
お
り
、当

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平
成
28
年
か
ら
の

累
計
で
計
50
名
に
な
り
ま
し
た
。

栽
培
指
導
や
経
営
支
援
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
で
の
情
報
交
換

等
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
平
時
の
食
料
安
全
保
障
を

考
え
る
時
期

新
海　

農
業
経
営
の
な
か
で
コ
ス

ト
増
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
山　

と
に
か
く
、肥
料
や
農
薬

な
ど
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
燃

料
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

藤
木　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

も
あ
り
ま
す
が
、世
界
的
な
人
口
増

加
と
食
料
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て

い
て
、特
に
中
国
が
肥
料
原
料
の
輸

出
を
止
め
て
自
国
の
食
料
生
産
に

完
全
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。国
と
し
て
も
肥
料
原

料
の
調
達
先
を
確
保
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

新
海　
怖
い
気
が
し
ま
す
。大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
ほ
ど
コ
ス
ト

増
加
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
会
で
は「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、農
家
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
続
け
ら
れ

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。

藤
木　

担
い
手
不
足
や
経
営
継
続

の
問
題
、世
界
的
な
食
料
事
情
を

考
え
る
と
、日
本
国
内
で
餓
死
者

が
出
る
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
迎

え
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。国
民
の

食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
、「
平
時
の
食
料
安
全
保
障
」

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
海　

ま
す
ま
す
日
本
の
農
業
が

大
事
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。

藤
木　

す
べ
て
の
国
内
産
業
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、日
本
は
何
十

年
も
輸
入
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
輸
入
あ
り
き
の
状
況
が

危
う
い
こ
と
や
、肥
料
原
料
も
中

国
に
頼
り
す
ぎ
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。そ
の
反
省
に
立
っ

て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

で
は
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の

持
続
的
発
展
な
ど
、輸
入
や
備
蓄

と
共
に
、食
料
生
産
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で

農
業
は
ま
だ
ま
だ
儲
か
る

新
海　

日
本
人
の
食
生
活
の
変
化

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

藤
木　

国
民
の
食
生
活
が
変
化
し

て
小
麦
の
消
費
量
が
伸
び
て
い

て
、数
年
の
間
に
主
食
が
米
か
ら

小
麦
に
代
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。農
家
と
し
て
も
固
定
概
念

を
外
し
て
現
状
を
受
け
止
め
て
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。麦
は

85
％
、大
豆
は
93
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。小
麦
の
輸
入
元
は

米
国
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
の
で
輸
入
が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
国

産
品
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
す
。

石
山　

私
も
前
に
麦
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
春

先
で
白
鳥
に
一
晩
で
食
べ
尽
く
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。驚
き
ま

し
た
し
、非
常
に
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

藤
木　

分
か
り
ま
す
。熊
本
は
小

麦
の
主
力
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、い
ろ
い
ろ
な
失
敗
や
排
水
対

策
を
し
な
が
ら
何
十
年
も
か
け
て

安
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
。新
潟
で

は
北
海
道
の
小

麦
の
栽
培
体
系

を
参
考
に
し
た

ら
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。私
は
、

農
業
は
ま
だ
ま

だ
儲
か
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

石
山　

や
は
り

収
入
の
柱
と
な

る
作
物
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
南
浜
地
域
は
以
前
、葉

タ
バ
コ
の
産
地
で
し
た
が
、廃
作

後
は
首
都
圏
市
場
か
ら
の
要
望
も

あ
り
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
に
加
え
、

甘
藷
、ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。行
政
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
ハ
ウ
ス
団
地
を
拡
充

し
若
い
後
継
者
も
増
え
て
い
ま

す
。猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
販
売

額
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

新
海　

儲
か
る
農
業
が
担
い
手
不

足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

藤
木　

私
が
全
国
青
年
部
の
会
長

を
務
め
て
い
た
平
成
17
年
当
時
、

日
本
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約

240
万
人
で
し
た
が
、今
は
約
半
分

の
120
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。こ

れ
は
農
業
で
生
活
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。地

域
の
条
件
に
合
わ
せ
な
が
ら
米
と

麦
、米
と
園
芸
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
農
家
所
得
１
千
万
円
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
の

国
策
は「
食
料
安
全
保
障
」に
移
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、国
か
ら
の

支
援
も
受
け
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
を
守
る
こ
と
は

自
分
や
家
族
を
守
る
こ
と

石
山　
「
基
本
法
」の
見
直
し
で
は

農
産
物
の
価
格
形
成
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。農
畜
産
物
は
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
を
販
売
額
に
転

嫁
す
る
こ
と
が
難
し
く
、天
候
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
の
で
農
家
経
営

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

藤
木　

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
適

正
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
が
、お
米
や
青

果
物
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
に

見
合
っ
た
価
格
設
定
は
難
し
い
の

が
現
実
で
す
。税
金
で
農
家
所
得

を
補
て
ん
す
る
の
も
一
つ
の
考
え

方
で
す
が
、合
理
的
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
を
作
る
の
も
基
本
法
の

目
的
で
す
。

石
山　

た
だ
、そ
の
た
め
に
は
消

費
者
の
理
解
を
十
分
に
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
値
上
が
り
は
許
容
さ
れ
て
も
野

菜
が
高
く
な
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
る
の
が
一
般
的
で
す
。Ｊ
Ａ
と

し
て
も
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
国
が
正
し
い
情
報
を
国
民
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

新
海　

農
業
を
守
る
こ
と
は
自
分

自
身
や
家
族
を
守
る
こ
と
な
ん
で

す
ね
。な
ぜ
値
段
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
か
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

藤
木　

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
は
38
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自

給
率
も
58
％
と
な
っ
て
お
り
危
機

的
な
状
況
で
す
。農
家
や
消
費
者

に
も
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う

こ
と
を
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

石
山　

昨
年
、当
Ｊ
Ａ
が
地
域
向

け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
」と
し
て

「
日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
」が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、地
元

農
家
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
大

変
多
く
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。消
費
者
の
考
え
方
も
変
化
し

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
る
農
家
の
声
を
届
け
る

今
が
正
念
場
！

新
海　

Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

石
山　

Ｊ
Ａ
は
農
畜
産
物
の
栽
培

指
導
、出
荷
、販
売
ま
で
農
家
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
食
農
教
育
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。近
年

は
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
や
農
産

物
直
売
所
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売

り
上
げ
は
農
家
収
入
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
今
後
も
力
を
い

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
海　

キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

私
も
よ
く
行
き
ま
す
。農
家
の
方

の
顔
が
見
え
る
の
は
安
心
で
す

し
、な
ん
で
も
新
鮮
で
お
い
し
い

で
す
。雰
囲
気
も
明
る
く
て
楽
し

い
で
す
よ
ね
。

石
山　

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。直
売
所
で
は
中
小
規
模

の
農
家
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。多

様
な
農
家
の
声
を
届
け
る
こ
と
も

Ｊ
Ａ
の
大
事
な
役
割
で
す
。藤
木

議
員
か
ら
は
農
家
の
声
を
吸
い
上

げ
て
国
政
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

新
海　

藤
木
先
生
、頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

藤
木　

今
が
正
念
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
海　

今
日
は
と
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
５
月
で
、広
報
誌「K

ira
 kira

」は

１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。１
０
０
号
を
記
念
し
て

石
山
組
合
長
と
藤
木
し
ん
や
参
議
院
議
員
の
対
談

を
行
い
、新
海
ア
ナ
を
聞
き
手
に
農
業
の
抱
え
る
課

題
や
食
料
安
全
保
障
、国
民
へ
の
理
解
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

藤木しんや参議院議員 石山德行代表理事組合長新海史子フリーアナウンサー

記念対談

石山德行代表理事組合長×藤木しんや参議院議員

これまでも、これからも、地域とともに

JAn
iigatashi広報誌

日本の農業と食を守るために
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農業の現場では、肥料、家畜のエサ、燃料などの生産にかかせな
い資材や、流通コストが高騰を続けています。一方で、それらの増
加分が、農畜産物の価格に適正に反映できておらず、生産者は大
変な苦境に立たされています。今、私たちにできることは、「国産」
を食べて応援することではないでしょうか。

生産者・J A グループは、消費者ニーズに応えながら、ドローンな
どの新技術の導入や、化学肥料・農薬の利用量削減など、生産コ
ストを低減する取り組みを進めています。

新
海　
藤
木
議
員
、新
潟
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

藤
木　

新
潟
に
は
よ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
日
も
楽
し
み
に
伺
い
ま
し
た
。

新
海　
新
潟
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

藤
木　

お
米
も
魚
も
美
味
し
く
て
い
つ
も
楽
し
み

で
す
。ホ
テ
ル
の
朝
食
も
美
味
し
く
て
新
潟
の
強
み

だ
と
感
じ
ま
す
。

新
海　
本
日
は
石
山
組
合
長
と
藤
木
議
員
の
対
談

と
な
り
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
課
題
は
担
い
手
確
保
と

経
営
継
続

新
海　
ま
ず
は
農
業
の
課
題
に
つ
い
て
組
合
長
に
伺
い
ま

す
。

石
山　

昨
今
の
農
業
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
担
い
手
の

確
保
と
経
営
継
続
で
す
。近
年
、肥
料
や
燃
料
価
格
が
高
騰

し
て
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
の

猛
暑
・
渇
水
に
よ
っ
て
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
１

等
比
率
0.3
％
と
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
品
質
低
下
と
な
り
ま

し
た
。

新
海　
昨
年
は
本
当
に
暑
く
て
農
家
の
方
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

石
山　

新
潟
県
で
は
暑
さ
に
強
い
水
稲
品
種
の
育
成
を
急

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、品
種
改
良
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。行
政
か
ら
助
成
支

援
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、近
年
、地

球
温
暖
化
に
伴
う
高
温
傾
向
に
は

懸
念
し
て
い
ま
す
。

藤
木　

農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
気
候
変
動
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。品
種
改
良
は
大
事
な
こ
と
で

す
が
長
い
時
間
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、気
候
の
変
化
に
合
わ

せ
て
作
業
の
や
り
方
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。例
え
ば
、

田
植
え
を
遅
ら
せ
て
高
温
の
影
響

を
受
け
る
開
花
時
期
を
ず
ら
す
な

ど
の
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
山　

作
業
を
遅
ら
せ
る
高
温
対

策
は
新
潟
県
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。し
か
し
、家
族
経
営
の
場
合

は
５
月
の
連
休
に
家
族
が
協
力
し

て
一
斉
に
田
植
え
を
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。経
営
規
模
の
大
き

い
農
家
で
は
早
生
品
種
、コ
シ
ヒ

カ
リ
、晩
生
品
種
を
導
入
し
て
作

業
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。晩
生

の「
新
之
助
」は
１
等
比
率
95.7
％
と

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
事
業
継
承
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

新
海　
担
い
手
不
足
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
農
家
は
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

そ
う
で
す
ね
。高
齢
化
や

跡
継
ぎ
が
い
な
い
な
ど
、当
Ｊ
Ａ

管
内
で
は
毎
年
50
人
以
上
が
離
農

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら「
団
塊
の

世
代
」が
高
齢
に
な
る
と
さ
ら
に

離
農
者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

新
海　
離
農
さ
れ
た
方
の
農
地
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
や
農
業
法
人

に
委
託
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、す
で
に
目
一
杯
受
け
入
れ
て

い
る
よ
う
な
現
状
で
す
。耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、農
地
の

所
有
者
だ
け
で
な
く
集
落
、行
政
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
話
し
合
っ
て
農
地
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
海　
農
家
の
方
以
外
の
方
が
就

農
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

そ
う
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん

い
ま
す
し
、行
政
の
支
援
も
手
厚

く
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、な
か
な

か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
り
地
域

社
会
に
馴
染
め
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。私
は
、農
家
の
息
子

さ
ん
が
跡
を
継
ぐ
場
合
も
同
じ
よ

う
に
し
っ
か
り
支
援
し
て
、事
業

継
承
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。最

近
よ
う
や
く
様
々
な
支
援
が
具
体

化
し
て
き
ま
し
た
。

新
海　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

支
援
で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

就
農
す
る
と
、親
の
収
入

に
プ
ラ
ス
し
て
自
分
た
ち
の
収
入

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、経
営
規
模
の
拡
大
が
必

要
に
な
り
ま
す
。機
械
の
更
新
時

に
無
利
子
の
資
金
提
供
を
行
っ
た

り
、当
初
３
年
間
は
所
得
支
援
を

し
た
り
、農
業
大
学
校
な
ど
の
学

費
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
山　

Ｊ
Ａ
で
も
新
規
就
農
者
へ

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
お
り
、当

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平
成
28
年
か
ら
の

累
計
で
計
50
名
に
な
り
ま
し
た
。

栽
培
指
導
や
経
営
支
援
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
で
の
情
報
交
換

等
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
平
時
の
食
料
安
全
保
障
を

考
え
る
時
期

新
海　

農
業
経
営
の
な
か
で
コ
ス

ト
増
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
山　

と
に
か
く
、肥
料
や
農
薬

な
ど
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
燃

料
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

藤
木　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

も
あ
り
ま
す
が
、世
界
的
な
人
口
増

加
と
食
料
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て

い
て
、特
に
中
国
が
肥
料
原
料
の
輸

出
を
止
め
て
自
国
の
食
料
生
産
に

完
全
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。国
と
し
て
も
肥
料
原

料
の
調
達
先
を
確
保
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

新
海　
怖
い
気
が
し
ま
す
。大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
ほ
ど
コ
ス
ト

増
加
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
会
で
は「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、農
家
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
続
け
ら
れ

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。

藤
木　

担
い
手
不
足
や
経
営
継
続

の
問
題
、世
界
的
な
食
料
事
情
を

考
え
る
と
、日
本
国
内
で
餓
死
者

が
出
る
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
迎

え
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。国
民
の

食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
、「
平
時
の
食
料
安
全
保
障
」

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
海　

ま
す
ま
す
日
本
の
農
業
が

大
事
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。

藤
木　

す
べ
て
の
国
内
産
業
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、日
本
は
何
十

年
も
輸
入
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
輸
入
あ
り
き
の
状
況
が

危
う
い
こ
と
や
、肥
料
原
料
も
中

国
に
頼
り
す
ぎ
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。そ
の
反
省
に
立
っ

て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

で
は
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の

持
続
的
発
展
な
ど
、輸
入
や
備
蓄

と
共
に
、食
料
生
産
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で

農
業
は
ま
だ
ま
だ
儲
か
る

新
海　

日
本
人
の
食
生
活
の
変
化

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

藤
木　

国
民
の
食
生
活
が
変
化
し

て
小
麦
の
消
費
量
が
伸
び
て
い

て
、数
年
の
間
に
主
食
が
米
か
ら

小
麦
に
代
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。農
家
と
し
て
も
固
定
概
念

を
外
し
て
現
状
を
受
け
止
め
て
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。麦
は

85
％
、大
豆
は
93
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。小
麦
の
輸
入
元
は

米
国
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
の
で
輸
入
が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
国

産
品
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
す
。

石
山　

私
も
前
に
麦
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
春

先
で
白
鳥
に
一
晩
で
食
べ
尽
く
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。驚
き
ま

し
た
し
、非
常
に
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

藤
木　

分
か
り
ま
す
。熊
本
は
小

麦
の
主
力
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、い
ろ
い
ろ
な
失
敗
や
排
水
対

策
を
し
な
が
ら
何
十
年
も
か
け
て

安
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
。新
潟
で

は
北
海
道
の
小

麦
の
栽
培
体
系

を
参
考
に
し
た

ら
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。私
は
、

農
業
は
ま
だ
ま

だ
儲
か
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

石
山　

や
は
り

収
入
の
柱
と
な

る
作
物
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
南
浜
地
域
は
以
前
、葉

タ
バ
コ
の
産
地
で
し
た
が
、廃
作

後
は
首
都
圏
市
場
か
ら
の
要
望
も

あ
り
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
に
加
え
、

甘
藷
、ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。行
政
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
ハ
ウ
ス
団
地
を
拡
充

し
若
い
後
継
者
も
増
え
て
い
ま

す
。猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
販
売

額
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

新
海　

儲
か
る
農
業
が
担
い
手
不

足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

藤
木　

私
が
全
国
青
年
部
の
会
長

を
務
め
て
い
た
平
成
17
年
当
時
、

日
本
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約

240
万
人
で
し
た
が
、今
は
約
半
分

の
120
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。こ

れ
は
農
業
で
生
活
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。地

域
の
条
件
に
合
わ
せ
な
が
ら
米
と

麦
、米
と
園
芸
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
農
家
所
得
１
千
万
円
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
の

国
策
は「
食
料
安
全
保
障
」に
移
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、国
か
ら
の

支
援
も
受
け
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
を
守
る
こ
と
は

自
分
や
家
族
を
守
る
こ
と

石
山　
「
基
本
法
」の
見
直
し
で
は

農
産
物
の
価
格
形
成
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。農
畜
産
物
は
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
を
販
売
額
に
転

嫁
す
る
こ
と
が
難
し
く
、天
候
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
の
で
農
家
経
営

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

藤
木　

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
適

正
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
が
、お
米
や
青

果
物
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
に

見
合
っ
た
価
格
設
定
は
難
し
い
の

が
現
実
で
す
。税
金
で
農
家
所
得

を
補
て
ん
す
る
の
も
一
つ
の
考
え

方
で
す
が
、合
理
的
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
を
作
る
の
も
基
本
法
の

目
的
で
す
。

石
山　

た
だ
、そ
の
た
め
に
は
消

費
者
の
理
解
を
十
分
に
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
値
上
が
り
は
許
容
さ
れ
て
も
野

菜
が
高
く
な
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
る
の
が
一
般
的
で
す
。Ｊ
Ａ
と

し
て
も
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
国
が
正
し
い
情
報
を
国
民
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

新
海　

農
業
を
守
る
こ
と
は
自
分

自
身
や
家
族
を
守
る
こ
と
な
ん
で

す
ね
。な
ぜ
値
段
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
か
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

藤
木　

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
は
38
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自

給
率
も
58
％
と
な
っ
て
お
り
危
機

的
な
状
況
で
す
。農
家
や
消
費
者

に
も
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う

こ
と
を
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

石
山　

昨
年
、当
Ｊ
Ａ
が
地
域
向

け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
」と
し
て

「
日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
」が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、地
元

農
家
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
大

変
多
く
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。消
費
者
の
考
え
方
も
変
化
し

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
る
農
家
の
声
を
届
け
る

今
が
正
念
場
！

新
海　

Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

石
山　

Ｊ
Ａ
は
農
畜
産
物
の
栽
培

指
導
、出
荷
、販
売
ま
で
農
家
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
食
農
教
育
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。近
年

は
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
や
農
産

物
直
売
所
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売

り
上
げ
は
農
家
収
入
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
今
後
も
力
を
い

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
海　

キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

私
も
よ
く
行
き
ま
す
。農
家
の
方

の
顔
が
見
え
る
の
は
安
心
で
す

し
、な
ん
で
も
新
鮮
で
お
い
し
い

で
す
。雰
囲
気
も
明
る
く
て
楽
し

い
で
す
よ
ね
。

石
山　

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。直
売
所
で
は
中
小
規
模

の
農
家
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。多

様
な
農
家
の
声
を
届
け
る
こ
と
も

Ｊ
Ａ
の
大
事
な
役
割
で
す
。藤
木

議
員
か
ら
は
農
家
の
声
を
吸
い
上

げ
て
国
政
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

新
海　

藤
木
先
生
、頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

藤
木　

今
が
正
念
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
海　

今
日
は
と
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

藤木しんや参議院議員
熊本県上益城郡出身。
元JAかみましき組合長・元JA全青協会長。
前農林水産大臣政務官（2期）。
現在、参議院自由民主党 副幹事長、
同農林水産委員会委員、自民党農林部会長代理。
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新
海　
藤
木
議
員
、新
潟
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

藤
木　

新
潟
に
は
よ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
日
も
楽
し
み
に
伺
い
ま
し
た
。

新
海　
新
潟
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

藤
木　

お
米
も
魚
も
美
味
し
く
て
い
つ
も
楽
し
み

で
す
。ホ
テ
ル
の
朝
食
も
美
味
し
く
て
新
潟
の
強
み

だ
と
感
じ
ま
す
。

新
海　
本
日
は
石
山
組
合
長
と
藤
木
議
員
の
対
談

と
な
り
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
課
題
は
担
い
手
確
保
と

経
営
継
続

新
海　
ま
ず
は
農
業
の
課
題
に
つ
い
て
組
合
長
に
伺
い
ま

す
。

石
山　

昨
今
の
農
業
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
担
い
手
の

確
保
と
経
営
継
続
で
す
。近
年
、肥
料
や
燃
料
価
格
が
高
騰

し
て
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
の

猛
暑
・
渇
水
に
よ
っ
て
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
１

等
比
率
0.3
％
と
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
品
質
低
下
と
な
り
ま

し
た
。

新
海　
昨
年
は
本
当
に
暑
く
て
農
家
の
方
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

石
山　

新
潟
県
で
は
暑
さ
に
強
い
水
稲
品
種
の
育
成
を
急

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、品
種
改
良
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。行
政
か
ら
助
成
支

援
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、近
年
、地

球
温
暖
化
に
伴
う
高
温
傾
向
に
は

懸
念
し
て
い
ま
す
。

藤
木　

農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
気
候
変
動
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。品
種
改
良
は
大
事
な
こ
と
で

す
が
長
い
時
間
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、気
候
の
変
化
に
合
わ

せ
て
作
業
の
や
り
方
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。例
え
ば
、

田
植
え
を
遅
ら
せ
て
高
温
の
影
響

を
受
け
る
開
花
時
期
を
ず
ら
す
な

ど
の
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
山　

作
業
を
遅
ら
せ
る
高
温
対

策
は
新
潟
県
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。し
か
し
、家
族
経
営
の
場
合

は
５
月
の
連
休
に
家
族
が
協
力
し

て
一
斉
に
田
植
え
を
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。経
営
規
模
の
大
き

い
農
家
で
は
早
生
品
種
、コ
シ
ヒ

カ
リ
、晩
生
品
種
を
導
入
し
て
作

業
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。晩
生

の「
新
之
助
」は
１
等
比
率
95.7
％
と

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
事
業
継
承
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

新
海　
担
い
手
不
足
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
農
家
は
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

そ
う
で
す
ね
。高
齢
化
や

跡
継
ぎ
が
い
な
い
な
ど
、当
Ｊ
Ａ

管
内
で
は
毎
年
50
人
以
上
が
離
農

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら「
団
塊
の

世
代
」が
高
齢
に
な
る
と
さ
ら
に

離
農
者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

新
海　
離
農
さ
れ
た
方
の
農
地
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
や
農
業
法
人

に
委
託
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、す
で
に
目
一
杯
受
け
入
れ
て

い
る
よ
う
な
現
状
で
す
。耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、農
地
の

所
有
者
だ
け
で
な
く
集
落
、行
政
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
話
し
合
っ
て
農
地
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
海　
農
家
の
方
以
外
の
方
が
就

農
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

そ
う
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん

い
ま
す
し
、行
政
の
支
援
も
手
厚

く
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、な
か
な

か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
り
地
域

社
会
に
馴
染
め
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。私
は
、農
家
の
息
子

さ
ん
が
跡
を
継
ぐ
場
合
も
同
じ
よ

う
に
し
っ
か
り
支
援
し
て
、事
業

継
承
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。最

近
よ
う
や
く
様
々
な
支
援
が
具
体

化
し
て
き
ま
し
た
。

新
海　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

支
援
で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

就
農
す
る
と
、親
の
収
入

に
プ
ラ
ス
し
て
自
分
た
ち
の
収
入

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、経
営
規
模
の
拡
大
が
必

要
に
な
り
ま
す
。機
械
の
更
新
時

に
無
利
子
の
資
金
提
供
を
行
っ
た

り
、当
初
３
年
間
は
所
得
支
援
を

し
た
り
、農
業
大
学
校
な
ど
の
学

費
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
山　

Ｊ
Ａ
で
も
新
規
就
農
者
へ

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
お
り
、当

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平
成
28
年
か
ら
の

累
計
で
計
50
名
に
な
り
ま
し
た
。

栽
培
指
導
や
経
営
支
援
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
で
の
情
報
交
換

等
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
平
時
の
食
料
安
全
保
障
を

考
え
る
時
期

新
海　

農
業
経
営
の
な
か
で
コ
ス

ト
増
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
山　

と
に
か
く
、肥
料
や
農
薬

な
ど
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
燃

料
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

藤
木　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

も
あ
り
ま
す
が
、世
界
的
な
人
口
増

加
と
食
料
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て

い
て
、特
に
中
国
が
肥
料
原
料
の
輸

出
を
止
め
て
自
国
の
食
料
生
産
に

完
全
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。国
と
し
て
も
肥
料
原

料
の
調
達
先
を
確
保
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

新
海　
怖
い
気
が
し
ま
す
。大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
ほ
ど
コ
ス
ト

増
加
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
会
で
は「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、農
家
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
続
け
ら
れ

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。

藤
木　

担
い
手
不
足
や
経
営
継
続

の
問
題
、世
界
的
な
食
料
事
情
を

考
え
る
と
、日
本
国
内
で
餓
死
者

が
出
る
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
迎

え
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。国
民
の

食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
、「
平
時
の
食
料
安
全
保
障
」

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
海　

ま
す
ま
す
日
本
の
農
業
が

大
事
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。

藤
木　

す
べ
て
の
国
内
産
業
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、日
本
は
何
十

年
も
輸
入
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
輸
入
あ
り
き
の
状
況
が

危
う
い
こ
と
や
、肥
料
原
料
も
中

国
に
頼
り
す
ぎ
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。そ
の
反
省
に
立
っ

て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

で
は
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の

持
続
的
発
展
な
ど
、輸
入
や
備
蓄

と
共
に
、食
料
生
産
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で

農
業
は
ま
だ
ま
だ
儲
か
る

新
海　

日
本
人
の
食
生
活
の
変
化

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

藤
木　

国
民
の
食
生
活
が
変
化
し

て
小
麦
の
消
費
量
が
伸
び
て
い

て
、数
年
の
間
に
主
食
が
米
か
ら

小
麦
に
代
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。農
家
と
し
て
も
固
定
概
念

を
外
し
て
現
状
を
受
け
止
め
て
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。麦
は

85
％
、大
豆
は
93
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。小
麦
の
輸
入
元
は

米
国
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
の
で
輸
入
が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
国

産
品
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
す
。

石
山　

私
も
前
に
麦
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
春

先
で
白
鳥
に
一
晩
で
食
べ
尽
く
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。驚
き
ま

し
た
し
、非
常
に
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

藤
木　

分
か
り
ま
す
。熊
本
は
小

麦
の
主
力
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、い
ろ
い
ろ
な
失
敗
や
排
水
対

策
を
し
な
が
ら
何
十
年
も
か
け
て

安
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
。新
潟
で

は
北
海
道
の
小

麦
の
栽
培
体
系

を
参
考
に
し
た

ら
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。私
は
、

農
業
は
ま
だ
ま

だ
儲
か
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

石
山　

や
は
り

収
入
の
柱
と
な

る
作
物
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
南
浜
地
域
は
以
前
、葉

タ
バ
コ
の
産
地
で
し
た
が
、廃
作

後
は
首
都
圏
市
場
か
ら
の
要
望
も

あ
り
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
に
加
え
、

甘
藷
、ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。行
政
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
ハ
ウ
ス
団
地
を
拡
充

し
若
い
後
継
者
も
増
え
て
い
ま

す
。猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
販
売

額
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

新
海　

儲
か
る
農
業
が
担
い
手
不

足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

藤
木　

私
が
全
国
青
年
部
の
会
長

を
務
め
て
い
た
平
成
17
年
当
時
、

日
本
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約

240
万
人
で
し
た
が
、今
は
約
半
分

の
120
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。こ

れ
は
農
業
で
生
活
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。地

域
の
条
件
に
合
わ
せ
な
が
ら
米
と

麦
、米
と
園
芸
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
農
家
所
得
１
千
万
円
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
の

国
策
は「
食
料
安
全
保
障
」に
移
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、国
か
ら
の

支
援
も
受
け
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
を
守
る
こ
と
は

自
分
や
家
族
を
守
る
こ
と

石
山　
「
基
本
法
」の
見
直
し
で
は

農
産
物
の
価
格
形
成
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。農
畜
産
物
は
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
を
販
売
額
に
転

嫁
す
る
こ
と
が
難
し
く
、天
候
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
の
で
農
家
経
営

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

藤
木　

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
適

正
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
が
、お
米
や
青

果
物
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
に

見
合
っ
た
価
格
設
定
は
難
し
い
の

が
現
実
で
す
。税
金
で
農
家
所
得

を
補
て
ん
す
る
の
も
一
つ
の
考
え

方
で
す
が
、合
理
的
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
を
作
る
の
も
基
本
法
の

目
的
で
す
。

石
山　

た
だ
、そ
の
た
め
に
は
消

費
者
の
理
解
を
十
分
に
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
値
上
が
り
は
許
容
さ
れ
て
も
野

菜
が
高
く
な
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
る
の
が
一
般
的
で
す
。Ｊ
Ａ
と

し
て
も
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
国
が
正
し
い
情
報
を
国
民
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

新
海　

農
業
を
守
る
こ
と
は
自
分

自
身
や
家
族
を
守
る
こ
と
な
ん
で

す
ね
。な
ぜ
値
段
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
か
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

藤
木　

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
は
38
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自

給
率
も
58
％
と
な
っ
て
お
り
危
機

的
な
状
況
で
す
。農
家
や
消
費
者

に
も
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う

こ
と
を
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

石
山　

昨
年
、当
Ｊ
Ａ
が
地
域
向

け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
」と
し
て

「
日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
」が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、地
元

農
家
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
大

変
多
く
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。消
費
者
の
考
え
方
も
変
化
し

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
る
農
家
の
声
を
届
け
る

今
が
正
念
場
！

新
海　

Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

石
山　

Ｊ
Ａ
は
農
畜
産
物
の
栽
培

指
導
、出
荷
、販
売
ま
で
農
家
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
食
農
教
育
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。近
年

は
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
や
農
産

物
直
売
所
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売

り
上
げ
は
農
家
収
入
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
今
後
も
力
を
い

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
海　

キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

私
も
よ
く
行
き
ま
す
。農
家
の
方

の
顔
が
見
え
る
の
は
安
心
で
す

し
、な
ん
で
も
新
鮮
で
お
い
し
い

で
す
。雰
囲
気
も
明
る
く
て
楽
し

い
で
す
よ
ね
。

石
山　

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。直
売
所
で
は
中
小
規
模

の
農
家
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。多

様
な
農
家
の
声
を
届
け
る
こ
と
も

Ｊ
Ａ
の
大
事
な
役
割
で
す
。藤
木

議
員
か
ら
は
農
家
の
声
を
吸
い
上

げ
て
国
政
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

新
海　

藤
木
先
生
、頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

藤
木　

今
が
正
念
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
海　

今
日
は
と
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新海史子フリーアナウンサー
新潟市出身。6歳からフィギュアスケートを始め
る。2022年地元放送局を退社後フリーに。
フィギュアコーチとしても活動中。好きなものは
地元・新潟の日本酒。
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生産資材や流通コストの適正な価格転嫁は、私た
ちが食べ物を食べ続けるために必要なことです。こ
れは日本だけの課題ではありません。フランスでは
自動的にコストの変動分を価格転嫁できる法律が

つくられました。日本でも今、「農政の憲法」といわ
れる「食料・農業・農村基本法」の見直しが進められ
ており、適正な価格形成に向けた法律の制定を行
うことが政府より示されました。

キラキラマーケットは
地域の皆さまに愛され

６月に10周年を迎えます！

新
海　
藤
木
議
員
、新
潟
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

藤
木　

新
潟
に
は
よ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
日
も
楽
し
み
に
伺
い
ま
し
た
。

新
海　
新
潟
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

藤
木　

お
米
も
魚
も
美
味
し
く
て
い
つ
も
楽
し
み

で
す
。ホ
テ
ル
の
朝
食
も
美
味
し
く
て
新
潟
の
強
み

だ
と
感
じ
ま
す
。

新
海　
本
日
は
石
山
組
合
長
と
藤
木
議
員
の
対
談

と
な
り
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
課
題
は
担
い
手
確
保
と

経
営
継
続

新
海　
ま
ず
は
農
業
の
課
題
に
つ
い
て
組
合
長
に
伺
い
ま

す
。

石
山　

昨
今
の
農
業
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
は
担
い
手
の

確
保
と
経
営
継
続
で
す
。近
年
、肥
料
や
燃
料
価
格
が
高
騰

し
て
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
の

猛
暑
・
渇
水
に
よ
っ
て
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
１

等
比
率
0.3
％
と
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
品
質
低
下
と
な
り
ま

し
た
。

新
海　
昨
年
は
本
当
に
暑
く
て
農
家
の
方
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

石
山　

新
潟
県
で
は
暑
さ
に
強
い
水
稲
品
種
の
育
成
を
急

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、品
種
改
良
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。行
政
か
ら
助
成
支

援
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、近
年
、地

球
温
暖
化
に
伴
う
高
温
傾
向
に
は

懸
念
し
て
い
ま
す
。

藤
木　

農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
気
候
変
動
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。品
種
改
良
は
大
事
な
こ
と
で

す
が
長
い
時
間
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、気
候
の
変
化
に
合
わ

せ
て
作
業
の
や
り
方
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。例
え
ば
、

田
植
え
を
遅
ら
せ
て
高
温
の
影
響

を
受
け
る
開
花
時
期
を
ず
ら
す
な

ど
の
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
山　

作
業
を
遅
ら
せ
る
高
温
対

策
は
新
潟
県
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。し
か
し
、家
族
経
営
の
場
合

は
５
月
の
連
休
に
家
族
が
協
力
し

て
一
斉
に
田
植
え
を
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。経
営
規
模
の
大
き

い
農
家
で
は
早
生
品
種
、コ
シ
ヒ

カ
リ
、晩
生
品
種
を
導
入
し
て
作

業
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。晩
生

の「
新
之
助
」は
１
等
比
率
95.7
％
と

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
事
業
継
承
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

新
海　
担
い
手
不
足
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
農
家
は
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

そ
う
で
す
ね
。高
齢
化
や

跡
継
ぎ
が
い
な
い
な
ど
、当
Ｊ
Ａ

管
内
で
は
毎
年
50
人
以
上
が
離
農

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら「
団
塊
の

世
代
」が
高
齢
に
な
る
と
さ
ら
に

離
農
者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

新
海　
離
農
さ
れ
た
方
の
農
地
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
や
農
業
法
人

に
委
託
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、す
で
に
目
一
杯
受
け
入
れ
て

い
る
よ
う
な
現
状
で
す
。耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、農
地
の

所
有
者
だ
け
で
な
く
集
落
、行
政
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
話
し
合
っ
て
農
地
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
海　
農
家
の
方
以
外
の
方
が
就

農
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

そ
う
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん

い
ま
す
し
、行
政
の
支
援
も
手
厚

く
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、な
か
な

か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
り
地
域

社
会
に
馴
染
め
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。私
は
、農
家
の
息
子

さ
ん
が
跡
を
継
ぐ
場
合
も
同
じ
よ

う
に
し
っ
か
り
支
援
し
て
、事
業

継
承
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。最

近
よ
う
や
く
様
々
な
支
援
が
具
体

化
し
て
き
ま
し
た
。

新
海　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

支
援
で
し
ょ
う
か
。

藤
木　

就
農
す
る
と
、親
の
収
入

に
プ
ラ
ス
し
て
自
分
た
ち
の
収
入

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、経
営
規
模
の
拡
大
が
必

要
に
な
り
ま
す
。機
械
の
更
新
時

に
無
利
子
の
資
金
提
供
を
行
っ
た

り
、当
初
３
年
間
は
所
得
支
援
を

し
た
り
、農
業
大
学
校
な
ど
の
学

費
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
山　

Ｊ
Ａ
で
も
新
規
就
農
者
へ

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
お
り
、当

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平
成
28
年
か
ら
の

累
計
で
計
50
名
に
な
り
ま
し
た
。

栽
培
指
導
や
経
営
支
援
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
で
の
情
報
交
換

等
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
平
時
の
食
料
安
全
保
障
を

考
え
る
時
期

新
海　

農
業
経
営
の
な
か
で
コ
ス

ト
増
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
山　

と
に
か
く
、肥
料
や
農
薬

な
ど
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
燃

料
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

藤
木　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

も
あ
り
ま
す
が
、世
界
的
な
人
口
増

加
と
食
料
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て

い
て
、特
に
中
国
が
肥
料
原
料
の
輸

出
を
止
め
て
自
国
の
食
料
生
産
に

完
全
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。国
と
し
て
も
肥
料
原

料
の
調
達
先
を
確
保
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

新
海　
怖
い
気
が
し
ま
す
。大
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

石
山　

大
規
模
農
家
ほ
ど
コ
ス
ト

増
加
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
会
で
は「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、農
家
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
続
け
ら
れ

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。

藤
木　

担
い
手
不
足
や
経
営
継
続

の
問
題
、世
界
的
な
食
料
事
情
を

考
え
る
と
、日
本
国
内
で
餓
死
者

が
出
る
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
迎

え
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。国
民
の

食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
、「
平
時
の
食
料
安
全
保
障
」

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
海　

ま
す
ま
す
日
本
の
農
業
が

大
事
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。

藤
木　

す
べ
て
の
国
内
産
業
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、日
本
は
何
十

年
も
輸
入
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
輸
入
あ
り
き
の
状
況
が

危
う
い
こ
と
や
、肥
料
原
料
も
中

国
に
頼
り
す
ぎ
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。そ
の
反
省
に
立
っ

て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

で
は
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の

持
続
的
発
展
な
ど
、輸
入
や
備
蓄

と
共
に
、食
料
生
産
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で

農
業
は
ま
だ
ま
だ
儲
か
る

新
海　

日
本
人
の
食
生
活
の
変
化

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

藤
木　

国
民
の
食
生
活
が
変
化
し

て
小
麦
の
消
費
量
が
伸
び
て
い

て
、数
年
の
間
に
主
食
が
米
か
ら

小
麦
に
代
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。農
家
と
し
て
も
固
定
概
念

を
外
し
て
現
状
を
受
け
止
め
て
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。麦
は

85
％
、大
豆
は
93
％
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。小
麦
の
輸
入
元
は

米
国
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
の
で
輸
入
が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
国

産
品
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
す
。

石
山　

私
も
前
に
麦
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
春

先
で
白
鳥
に
一
晩
で
食
べ
尽
く
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。驚
き
ま

し
た
し
、非
常
に
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

藤
木　

分
か
り
ま
す
。熊
本
は
小

麦
の
主
力
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、い
ろ
い
ろ
な
失
敗
や
排
水
対

策
を
し
な
が
ら
何
十
年
も
か
け
て

安
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
。新
潟
で

は
北
海
道
の
小

麦
の
栽
培
体
系

を
参
考
に
し
た

ら
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。私
は
、

農
業
は
ま
だ
ま

だ
儲
か
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

石
山　

や
は
り

収
入
の
柱
と
な

る
作
物
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
南
浜
地
域
は
以
前
、葉

タ
バ
コ
の
産
地
で
し
た
が
、廃
作

後
は
首
都
圏
市
場
か
ら
の
要
望
も

あ
り
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
に
加
え
、

甘
藷
、ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。行
政
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
ハ
ウ
ス
団
地
を
拡
充

し
若
い
後
継
者
も
増
え
て
い
ま

す
。猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
販
売

額
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

新
海　

儲
か
る
農
業
が
担
い
手
不

足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

藤
木　

私
が
全
国
青
年
部
の
会
長

を
務
め
て
い
た
平
成
17
年
当
時
、

日
本
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約

240
万
人
で
し
た
が
、今
は
約
半
分

の
120
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。こ

れ
は
農
業
で
生
活
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。地

域
の
条
件
に
合
わ
せ
な
が
ら
米
と

麦
、米
と
園
芸
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
農
家
所
得
１
千
万
円
を
め
ざ

し
て
ほ
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
の

国
策
は「
食
料
安
全
保
障
」に
移
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、国
か
ら
の

支
援
も
受
け
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
を
守
る
こ
と
は

自
分
や
家
族
を
守
る
こ
と

石
山　
「
基
本
法
」の
見
直
し
で
は

農
産
物
の
価
格
形
成
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。農
畜
産
物
は
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
を
販
売
額
に
転

嫁
す
る
こ
と
が
難
し
く
、天
候
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
の
で
農
家
経
営

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

藤
木　

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
適

正
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
が
、お
米
や
青

果
物
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
に

見
合
っ
た
価
格
設
定
は
難
し
い
の

が
現
実
で
す
。税
金
で
農
家
所
得

を
補
て
ん
す
る
の
も
一
つ
の
考
え

方
で
す
が
、合
理
的
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
を
作
る
の
も
基
本
法
の

目
的
で
す
。

石
山　

た
だ
、そ
の
た
め
に
は
消

費
者
の
理
解
を
十
分
に
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
値
上
が
り
は
許
容
さ
れ
て
も
野

菜
が
高
く
な
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
る
の
が
一
般
的
で
す
。Ｊ
Ａ
と

し
て
も
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
国
が
正
し
い
情
報
を
国
民
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

新
海　

農
業
を
守
る
こ
と
は
自
分

自
身
や
家
族
を
守
る
こ
と
な
ん
で

す
ね
。な
ぜ
値
段
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
か
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
分

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

藤
木　

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
は
38
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自

給
率
も
58
％
と
な
っ
て
お
り
危
機

的
な
状
況
で
す
。農
家
や
消
費
者

に
も
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
い
う

こ
と
を
気
付
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

石
山　

昨
年
、当
Ｊ
Ａ
が
地
域
向

け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
」と
し
て

「
日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
」が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、地
元

農
家
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
大

変
多
く
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。消
費
者
の
考
え
方
も
変
化
し

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
る
農
家
の
声
を
届
け
る

今
が
正
念
場
！

新
海　

Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

石
山　

Ｊ
Ａ
は
農
畜
産
物
の
栽
培

指
導
、出
荷
、販
売
ま
で
農
家
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
食
農
教
育
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。近
年

は
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
や
農
産

物
直
売
所
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売

り
上
げ
は
農
家
収
入
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
今
後
も
力
を
い

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
海　

キ
ラ
キ
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

私
も
よ
く
行
き
ま
す
。農
家
の
方

の
顔
が
見
え
る
の
は
安
心
で
す

し
、な
ん
で
も
新
鮮
で
お
い
し
い

で
す
。雰
囲
気
も
明
る
く
て
楽
し

い
で
す
よ
ね
。

石
山　

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。直
売
所
で
は
中
小
規
模

の
農
家
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。多

様
な
農
家
の
声
を
届
け
る
こ
と
も

Ｊ
Ａ
の
大
事
な
役
割
で
す
。藤
木

議
員
か
ら
は
農
家
の
声
を
吸
い
上

げ
て
国
政
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

新
海　

藤
木
先
生
、頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

藤
木　

今
が
正
念
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
海　

今
日
は
と
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（対談日：令和6年2月10日）　会場：ANAクラウンプラザホテル新潟
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ファーマーズ

Kira kira
第99回

飽くなき探求心
これからも楽しく農業を
飽くなき探求心
これからも楽しく農業を

　「大変なことは何ですか？」と尋ねると、「大変だと思ったことはないです
ね。楽しいので。」と笑顔で答えてくださった大島さん。常に挑戦し続ける
大島さんにお話しをうかがいました。

営 農 歴／ 9年目
栽培品目／にごりかわトマト（麗容、麗月）、水稲など

北部地区／濁川

就
農
の
き
っ
か
け

 　

大
学
在
学
中
、就
職
を
考
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
一
度
就
農
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。し
か
し
、両
親
に
反
対
さ
れ
別
の
道

へ
と
就
職
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
ず
っ

と
働
い
て
い
ま
し
た
が
、両
親
と
同
じ
農

業
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
た
く

て
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

農
業
は
自
分
で
す
べ
て
を
管
理
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、誰
に
も
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
自
由
に
働
け
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。農
業
を
始
め
て
良
か
っ
た
な

と
今
は
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
状
況

 　

春
は「
麗
容
」と
い
う
品
種
を
育
て
て

い
ま
す
。今
年
は
2
月
12
日
に
定
植
し
ま

し
た
。全
体
的
に
気
温
が
高
め
な
こ
と
も

あ
り
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
は
出

荷
で
き
そ
う
で
す
。

　

就
農
し
て
か
ら
毎
年
、前
年
と
違
う
こ

と
を
1
つ
は
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、最
も
下
段
の
ト
マ
ト
の
数
を
4

個
か
ら
5
個
に
変
え
ま
し
た
。収
穫
量
を

変
え
ず
に
段
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、作
業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　

今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
す
る

と
き
は
失
敗
も
付
き
物
で
す
が
、ま
た
別

の
方
法
を
試
せ
ば
よ
い
の
で
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。農
業
は
終
わ

り
が
な
い
で
す
ね
。そ
こ
が
と
て
も
楽
し

く
も
あ
り
、難
し
い
で
す
。

や
り
が
い
と
仲
間

　
　

　

に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト
の
魅
力
は
何

と
い
っ
て
も
食
味
で
す
。自
分
が
作
っ

た
ト
マ
ト
を
食
べ
て
お
い
し
い
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
一
番
の
や
り
が
い
で

す
ね
。店
頭
に
、に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト

が
並
ん
で
い
る
の
は
短
い
期
間
な
の

で
、消
費
者
の「
買
い
た
い
！
」と
い
う

声
に
応
え
ら
れ
な
い
と
き
は
と
て
も

心
苦
し
い
で
す
が
、そ
れ
ほ
ど
ト
マ
ト

を
求
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
考
え

る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト
は
地
域

の
伝
統
野
菜
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。私
の
同
級
生
も
3
人
に
ご
り

か
わ
ト
マ
ト
を
育
て
て
い
る
ん
で
す

よ
。４
人
で
集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。頑
張
っ
て
い
る
仲
間
が

い
る
こ
と
が
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

 

今
後
は
法
人
化
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。何
年
か
前
に

両
親
と
一
緒
に
考
え
て
い
た
こ
と
な

の
で
す
が
、当
時
は
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
近
、息
子
が
将
来
就
農
を
考
え
て

い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。働
き
方
を
整

え
て
に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト
を
次
の
世

代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
、息
子

が
就
農
す
る
ま
で
の
間
に
法
人
化
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大島 宗徳さん（46） 
おお しま　かず のり
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が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

大
島
さ
ん
は
研
究
熱
心
で
様
々
な
事
を
考
え

な
が
ら
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
異

な
る
気
象
条
件
の
な
か
で
、
い
か
に
し
て
品
質

を
良
く
し
て
、
収
量
を
確
保
す
る
か
。
生
産
者

に
と
っ
て
最
も
大
変
な
事
で
す
。

　

ま
た
、
大
島
さ
ん
は
濁
川
ハ
ウ
ス
組
合
の
役

員
で
も
あ
り
、
地
域
農
業
の
要
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
ま
す
。

　

少
し
で
も
大
島
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
市
北
区
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
農

産
物
の
「
に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト
」
は
甘
み

と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
抜
群
で
す
！

　

特
に
春
の
に
ご
り
か
わ
ト
マ
ト
は
、
冬

か
ら
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
育
つ
の

で
、
栄
養
を
多
く
蓄
え
て
育
ち
ま
す
。

濁川サポート店
齋藤洋指導員

にごりかわトマトの生育状況を確認する２人

※広報誌で紹介したレシピは、当JAホームページ
　“キラキラキッチン”に掲載しています！

トマトをまるごと使ったレシピ♪
トマトは加熱調理でリコピンの
吸収率アップが期待されます。

作 り 方

にごりかわトマト

今食べたい
旬の農産物

K i r a k i r a  K i t c h e n

キラキラ

キッチン

Vol.
99

材料（2人分）

・トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
・タマネギ・・・・・・・・・・・・・・1/4個
・合いびき肉・・・・・・・・・・・・50ｇ
・ケチャップ・・・・・・・・・・・大さじ１
・ピザ用チーズ・・・・・・・・・・20ｇ
・塩コショウ・・・・・・・・・・・・・・適量
・パセリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

い
っ
し
ょ
に

トマトの肉詰め

①トマトはヘタから約１㎝の部分で輪切りにする。スプーンで中身をくり抜き、中身は小さく刻む。
②タマネギをみじん切りにする。
③①でくり抜いたトマトの中身と②のタマネギ、合いびき肉をフライパンで炒め、火が通ったら
　ケチャップを混ぜ入れ、塩コショウで味を調える。
④①のトマトに③を詰め、チーズを乗せる。トースターで７分焼く。
⑤焼き上がったらパセリをふりかけて出来上がり！
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　ＪＡ新潟市は、３月２３日に丸山低温倉庫で農業機械展示会を
開き、当日は８９名の方からご来場いただきました。コロナ禍により
開催を見送っていたため、５年ぶりの開催となりました。
　全農にいがた、各メーカーの協力のもと、農業機械の展示販
売を中心に、茎葉除草剤・土づくり肥料の展示と、JAでんきの電
気料金診断コーナーの設置も併せて行いました。
　JAでは、農業機械の購入のための各種資金の提案も行って
います。お気軽にご相談ください。

　キラキラマーケットで、新潟市立万代高校1年生5名と
SHOKURO農園の山倉慎二さんがコラボしたオリジナルパッケ
ージの新潟米と、越後姫と新潟米を加工したジェラートの限定販
売を行いました。この活動は「総合的な学習の時間」の一環で行
われています。
　同校１年の喜藤菜月チームリーダーは、「農業に興味・関心を
持ってもらうにはどうしたらよいのか？という課題を話し合いながら
進めてきた。プレゼンを行い、実際に販売イベントができることに
なった」と話しました。当日は、山倉さんのアドバイスを受けながら
PRを行い、ジェラートはどちらも食べることができるダブルの注文
が多く、お米は午前中に完売しました。
　山倉さんは「机上の空論を実践することで、思いをカタチにさせ
てあげたかった。このイベントをやって良かった」と語りました。

　新潟市やＪＡ新潟市、新潟かがやきなどは、「新潟市Ｊ－クレジッ
ト普及推進協議会」を設立し、２７日に設立総会が開かれました。
　「J－クレジット制度」とは、省エネルギー機器の導入や再生可
能エネルギーの利用、適切な森林管理などによって温室効果ガ
スの排出削減量、吸収量を「クレジット」として国が認証する制度
です。
　協議会には、農業者や金融機関、農業法人も参加しています。
稲作の中干し延長による温室効果ガスの排出量削減に応じてク
レジットを創出し、温暖化対策に積極的な県内企業・団体に売
却。売却益は農業者に還元することで、クレジットと資金が域内で
流通する「田園型循環都市」の実現を目指します。

　北区の岡方直播研
究会は、岡方倉庫で水
稲種子の鉄コーティン
グ作業をしました。２０２
４年産は、作付面積約
７．４㌶を予定し、「コシ
ヒカリ」「こしいぶき」の
種子計３００㌔を専用
の機械を使ってコーティングしました。
　鉄コーティングは、種子を鉄粉でコーティングし、育苗をせずに
直接水田にまく栽培方法。育苗作業を省けるため、温度管理の
手間や苗運びの力仕事が不要になり、省力化と軽労化が期待さ
れます。
　直播した稲は、育苗後に田植えをした稲より出穂や刈取りが
７～１０日ほど遅くなるため、高温障害へのリスク分散につなが
ります。
　研究会の小林元衛会長は「鉄コーティングは育苗の温度管
理や苗運びの手間が省け、とても助かっている。昨年は高温に
悩まされたが、直播で出穂期を遅らせて高温を回避し、今年は品
質の良い米をつくりたい。鉄コーティングのメリットを若い生産者
にも伝えて、導入する生産者を増やしていきたい」と期待を込めま
した。

JA新潟市
地域の情報を
お届けします。

５年ぶりの開催
春の農業機械展示会

キラキラマーケットで農業をＰＲ　
万代高校×ＳＨＯＫＵＲＯ農園
限定コラボ商品が好評

��������

水稲種子を鉄コーティング
直播で省力・軽労化

「田園型循環都市」へ
新潟市Ｊ－クレジット普及推進協議会

��������

水稲種子をコーティングする会員ら

山倉さんとPRする万代高校の生徒たち

農業機械展示会の様子

協議会の様子
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　曽野木育苗センターで、2024産水稲苗の種まき作業が行わ
れ、新入職員も体験しました。
　今年は育苗箱で「コシヒカリ」約9,000枚、「こしいぶき」約
2,000枚の種をまきました。新入職員は、ハウスでの箱並べの作
業を行ないました。
　石山支店に配属された佐藤七海さんは「普段の生活ではなか
なかしない力仕事だった。私たちの食は日々の大変な仕事から作
られているのだと感じ、感謝の気持ちを持った。組合員の皆さんの
生活を支えサポートできるような職員になりたい」と決意を語りまし
た。

　女性部豊栄支部長浦地区は、長浦岡方営農センターで畑作
勉強会を開き、女性部員２４名が参加しました。日頃の園芸に関
する悩みを解決し、知識を深めることが目的です。
　勉強会では木崎葛塚営農センターの窪田和也営農指導員が
講師となり、「カブを上手に栽培する方法を知りたい」「サトイモが
硬く育ってしまうのはなぜか」「露路野菜栽培での高温対策には
どんな工夫をしたら良いか」などの園芸相談に応えました。
　勉強会に参加した部員は「勉強会で得た知識を活かし、おいし
い野菜をつくりたい」と話しました。

　江南区の曽野木ハウス組合は９日、同区の南部営農センター
で春キュウリの目合わせ会を開きました。６軒の生産者のキュウリ
を見本に、出荷規格や市場関係者と出荷状況や価格動向など
を確認し意思統一を図りました。
　今年産の春キュウリの生育は、平年並みで出来も良いといい
ます。出荷は５月中旬に最盛期を迎え、６月下旬頃まで続く見込
みです。
　同組合の八幡一昭組合長は「この時期のキュウリは、果皮が
やわらかく、みずみずしさと甘みが感じられる。この時期ならではの
春の香りを楽しんで味わって欲しい」と呼びかけました。

豊栄支部長浦地区
畑作勉強会 （3/21）

Go! Go!
女性部

農作業の現場を知る
新入職員が水稲播種作業

���
��

曽野木ハウス組合
春キュウリ目合わせ会

���

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
参
加
者
た
ち

いくとぴあ食花直売所：真田ひかりさん 石山支店：成沢闘己さん 石山支店：佐藤七海さん 南部支店：石附真優子さん

総務部：森永晶さん 北部営農センター：本間友輔さん



ひ  けつひ  けつ
今
月
の
運
勢

5

●周囲からの視線が気に
なりそう。八方丸くは収ま
らないので妥協点を見い
だして。1人で背負い込み
過ぎないように ★適度な
運動とバランスの良い食
事が味方 ♥ゼンマイ

●注目されて大変そうで
すがメリットもあります。や
りたいことをアピールし
て。力を貸してくれる人が
現れるはず ★発酵食品を
取るよう心がけて。デトッ
クスも◎ ♥ナガイモ

●整理整頓を心がけて。掃
除に力を入れると人間関
係も整ってきます。去る者
は追わないことも大切。連
絡はまめに ★ランニング
など有酸素運動で心肺機
能を高めて ♥ニンニク

●難しい問題はあるもの
の一つ一つ解決していく
ことで達成感を得られま
す。追い風が吹くときなの
で諦めないで ★バランス
運動を取り入れて。転倒や
けがを予防 ♥ニラ

●運気は次第に勢いを取
り戻します。状況が変わっ
てくるのを待つのも良い
方法。頭の中を整理してみ
ましょう ★散歩やハイキ
ング、景色を楽しみながら
体を動かして ♥コゴミ

●高め安定運へと移行し
ます。やるべきことがはっ
きりしてきて動きやすくな
ります。目標を決め優先順
位を付けて ★食事はよく
かんで。肥満や虫歯予防
の効果も ♥ルッコラ

魚座
2/19～3/20

水瓶座
1/20～2/18

山羊座
12/22～1/19

射手座
11/23～12/21

蠍座
10/24～11/22

天秤座
9/23～10/23

●あれもこれもと気がせき
がち。行動力に恵まれてい
ますが、全部行うのは大変。
クオリティーを保てる範囲
に絞って ★筋力アップのチ
ャンス! 頭痛、歯痛は早めに
対処を ♥シイタケ

●非常に勢いがあります。
無理が通るときなので、よ
く考えて行動を。周りへの
配慮が幸運を招きます。外
食が吉 ★音楽鑑賞でリラ
ックス。ハーブティーもお
薦め ♥新ゴボウ

●観劇やコンサートを楽し
めます。友人と出かければ
会話も盛り上がり、仲も深
まりそう。仕事は下旬から
効率アップ ★友人と一緒
に話題の健康法を試して
みて ♥カブ

●ちょっとした発見がうれ
しい月。趣味や友人との時
間を増やして。豊かな時間
を過ごせます。技能習得の
勉強が吉 ★頑張り過ぎは
けがのもと。休憩を入れて
リフレッシュ ♥キクラゲ

●やりがいは感じられるも
ののとても忙しそう。スケ
ジュールを調整し仕事と遊
びのバランスを取ると実り
多い月に ★スポーツを楽
しんで。ハードなトレーニン
グもOK ♥サンショウ

●視野が開け、困り事は解
決へと向かいます。人の意
見を取り入れて。違う発想
で動けば良い展開が待っ
ているはず ★睡眠はしっ
かり取って。ホルモンバラ
ンスに留意を ♥クレソン

乙女座
8/23～9/22

獅子座
7/23～8/22

蟹座
6/22～7/22

双子座
5/21～6/21

牡牛座
4/20～5/20

牡羊座
3/21～4/19

●
全
体
運 

★
健
康
運

♥
幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ
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谷　弘美さん
たに　　 ひろ  み

飼い主 ： 石山地区／石山

マイペット

いつも仲良し！
～チョコラちゃん＆ＪＩＮくん～

チョコラちゃん

ＪＩＮくん

名　前 ： ＪＩＮくん
名前の由来 ： 小さい時背中に
「人」という字が見えたから
性　別 ： 男の子
年　齢 ： ７才
出会い ： 友人の知り合いから譲り受けた
好きなこと：来客の靴のにおいチェック

名　前 ： チョコラちゃん
名前の由来 ： 小さい時チョコチョコ
動き回っていたから
性　別 ： 女の子
年　齢 ： 18才
出会い：捨てられていたところを保護

恥ずかしがり屋のチョコラちゃんと、人が大好きで甘えん坊のＪＩＮくん。
とても仲良しな優しい２匹の猫ちゃんです。

ＪＩＮくんは靴やカバンに興味津々。



有限会社　 花蔵みなみ
北区松浜三軒屋町9-9

TEL 025-259-5898  FAX 025-259-7581

有限会社　 花蔵みなみ
北区松浜三軒屋町9-9

TEL 025-259-5898  FAX 025-259-7581
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生花（葬儀・法事用）生花（葬儀・法事用）
椅子・テーブル席もご用意いたします。
新潟市北区松浜本町1丁目1－18
電話（025）258－3040
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お座敷大小ご宴会承りますお座敷大小ご宴会承ります
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初回無料でJA顧問弁護士がご相談に応じます。
随時受付中、ご相談希望の方は各支店へお気軽にお問い合わせください。

キラキラコラムキラキラコラム

　父が１年前に死亡しました。相続人は、私と兄の２人です。
兄と話し合いをした結果、父名義の不動産については、私
が単独で取得することになりました。不動産を取得したと
きは、登記しないとダメだと聞いたのですが、他方で、登記
しないまま放置されている不動産も沢山あるとも聞きまし
た。面倒なので、登記しないでそのままに放置しようと思っ
たのですが、どうでしょう。
　　
　まず、相続により不動産を取得した場合には、３年以内に
登記しないと、１０万円以下の過料（ペナルティー）を課せら
れます。したがって、登記する必要があります。

　次に、あなたとお兄様は各自２分の１の法定相続分があ
りますが、それを超えた分を取得したことを第三者に主張
するためには登記しておく必要があります。
　あなたが登記する前に、お兄様の法定相続分（２分の１）
を買い取ったという第三者が出てきた場合、問題が生じて
きます。
　不動産を取得した場合は、登記するようにして下さい。
　詳しくは、弁護士や司法書士にご相談して下さい。

　内科の研修医として、医師のキャリアをスタートした当
時、心筋梗塞は死に至る病気でした。医師は心電図を手に
して、ベッドサイドで見守るしかなかったのです。しかし、そ
の後の医学はものすごい勢いで進歩してきました。血管造
影や心臓カテーテル治療は、当たりまえになりました。いつ
からか、循環器内科・循環器外科・小児循環器外科・大動脈
外科・末梢動脈外科と、大きな診療部門となっています。研
修医時代悔しい思いをしたのが一因となって、心臓血管外
科医となりました。心臓の血管（冠動脈）が狭くなって胸痛
発作となる狭心症の病気の場合、大動脈から冠動脈にバ
イパスを作ります。心臓の筋肉に、十分な血液を流そうと
いう手術です。これで、急性心筋梗塞を予防できるわけで
す。
　しかし、手術を受ける患者さんの平均年齢が上がってき
て、大動脈の動脈硬化がひどい例を見るようになりました。

大動脈の内側の膜に粥腫という、今にも剥がれそうな余分
な膜が、引っ付いているのです。これが裂けると「大動脈解
離」という緊急事態になります。三大成人病は、がん・心臓
病・脳卒中で、健診を受けて安心して下さいというもので
す。でも、動脈硬化はトシとともに進行します。適正な血圧
を維持できているか確認することが、動脈を守る簡単な健
康管理の方法です。
　患者さんが外来を受診すると、血圧を測定します。「病院
に来ると、いつも高くなります」と、小声で訴えるひとがい
ます。すぐに測定しなおして「下がっています。今のままで
良いようです」と言うと、安心した様子でお帰りになります。
この人の大動脈硬化が、進んでないことを祈るばかりで
す。
　現在は情報過多の時代です。「賢い患者」で過ごしたい
ものです。好きなことをして、仕事も出来ることはしなが
ら、穏やかな生活を送りたいと考えています。

A

Q

豊栄病院内科　佐藤 良智

健 康 コ ラ ム 動脈がトシをとる

身近な法律相談 相続したときは
登記をお忘れなく

松永仁法律事務所

松永 仁 弁護士



JAインフォメーション
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堆肥+亜リン酸
保証成分％

http://www.katakuraco-op.com

チッソ リンサン カリ

10 12 5
　冷房温度を26～28℃
に設定し、職場での服装
を軽装化しています。

５月１日水～１０月31日木

ＪＡ新潟市「クール・ビズ」
運動実施中！

お問い合わせ／営農経済部 営農販売課  025-270-2295
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賦課金徴収に係る賦課面積の確認について

　耕作面積に変更がある場合は、「賦課金
面積確認はがき」に現在の耕作面積をご記
入になり、5月24日（金）までに各支店また
は営農センター・サポート店にご提出下さ
いますようお願い申し上げます。

令和6年度賦課金払込のご案内

￥3,750＊

ご確認ください

正組合員割1戸あたり　1,500円
田・畑10aあたり　　　　150円

計算
詳細

1戸
1,500円

(正組合員割)

50ａ

(畑耕作面積)

100ａ

(田耕作面積)

小計 1,500円 750円1,500円

賦課金額

賦課方法

＊ご確認いただいた耕作面積等の情報は賦課金徴収以外には利用いたしません。

　賦課金の基礎となる耕作面積の確認を、
別途配布するハガキで行います。
　令和6年度をもって確認用のハガキの
送付を終了いたします。今後は本広報誌に
てご確認の案内をさせていただきます。

お問い合わせ／最寄りの各支店まで

取扱期間：令和6年5月1日（水）
～8月30日（金）
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締切は、令和6年5月31日㈮
（当日消印有効）です。

議　　案
１）理事の報酬額、支給時期、支給方法の決定について
２）職員給与規程の改正について
３）収支改善シミュレーションの見直しについて
４）第２１年度業務報告書の承認について
５）令和６年産米出荷契約の取り扱いについて
６）豊栄カントリーエレベーターの利用料金について

報告事項
１）令和６年３月末実績について
２）人事異動について
３）貸出金利の設定・変更について
４）令和６年度監事監査基本計画について
５）旧虹のホール豊栄の競売について

共済金支払状況（令和6年3月支払分）

死亡
入通院

後遺障害他
小計

火災・落雷等
自然災害
その他
小計
車両
対人
対物
その他
小計

満期・年金・給付金等
合計

共済種類 件 数 金 額（千円）

お役に立ちますJA共済

わたしたちのJA

16 
104 
4 

124 
3 

458 
0 

461 
35 
2 
31 
23 
91 
511 
1,187 

44,799 
10,637 
3,065 
58,501 
320 

390,629 
0 

390,949 
5,950 
495 

10,695 
49,965 
67,105 
654,003 
1,170,558 

ひと

いえ

くるま

4月定例理事会 4月20日開催

令和6年3月末現在

理事会だよ
り

組合員数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（内、正組合員数）・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
貯金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
長期共済保有高・・・・・・・・・・
購買品供給高(工賃等含)・・・・・・
販売品販売高・・・・・・・・・・・・・・・・・・

15,890人
7,310人

3,069百万円
126,114百万円
50,563百万円
317,274百万円

573百万円
883百万円
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ハ ガ キ : 〒950-0806 新潟市東区海老ヶ瀬５１２番地１  JA新潟市 広報係 行
F A X : （025）270－2292
E-mail : honten.soumu@ja-niigatashi.or.jp

※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※お預かりした個人情報につきましては、プレゼントの
　発送以外の目的には使用しません。

ハガキ、またはFAX、Eメールで、①クイズの答え ②応募番号 ③住所 ④電話番号
⑤氏名 ⑥年齢 ⑦メッセージを記入しご応募ください。
【メッセージの内容】ＪＡまたは本誌へのご意見、ご感想、最近の出来事、お宝自慢、生活の知恵など

問
題
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C D

B

4月号の
こたえ フ リ ー ジ ア

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ

JA新潟市広報誌「Kira kira」は
平成28年２月の創刊号からおかげさまで100号を迎えました。

ご愛読者の皆さまへ感謝の気持ちを込めて
クイズに答えていただいた方に抽選で100名様にプレゼントいたします。

★地域で生産された農産物を、その生産された地域内に
　おいて消費することを□□□□という。

JA新潟市広報誌

Kira kira100号記念！

キラキラコーヒー ジェラート引換券50
名様

30
名様

新潟和牛5
名様

越乃寒梅15
名様

キラキラマーケット キッツェミサ

Produced by Kitzemisa
 Niigata, Japan
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JA新潟市葬祭センター
虹のホールにいがた

もしもの時は
　 是非ご一報ください

0120-77-1682
年中無休24時間受付年中無休24時間受付

あんしんサービス
事故の場合は、フリーダイヤル安心サービスにご連絡ください。

0120-258 -931
ジ　コ　は ク　 ミ  アイ

JA共済事故受付センター

JA共済サポートセンター

0120-063 -931
レッカーロードサービス ク　 ミ  アイ

JAの自動車共済

６月は１０周年祭を
開催予定！

オリジナルコーヒー販売！！

100円市月末恒例！

ギフトにも

最適！ ！

トマトの食べ比べセットを販売いたします。
種類豊富のトマトを取り揃えて
お待ちしております！
トマトの品種当てクイズも試食にて実施！
他、トマトジュースの試飲・
特価販売も行います！！！

　田植えも終わりを迎え、薫風が香る今日この頃。
　気温も随分と上がり、夏が近づいている気がしますね。キラキラマーケットでも
徐々に夏のお野菜が見受けられるようになり、春に比べて売り場も賑やかな色合い
が見られます。初夏を感じにキラキラマーケットでお買い物はいかがでしょうか？

　田植えも終わりを迎え、薫風が香る今日この頃。
　気温も随分と上がり、夏が近づいている気がしますね。キラキラマーケットでも
徐々に夏のお野菜が見受けられるようになり、春に比べて売り場も賑やかな色合い
が見られます。初夏を感じにキラキラマーケットでお買い物はいかがでしょうか？

イベント 月末恒例6月予告

キラキラマーケットニュース

スイカを購入して
いただいた方に、
特典をご用意して
おります！！

農家さんの対面販売、
梅漬け講習等
イベント盛りだくさん！！！
お楽しみに！

鈴木さんとキラキラマーケットがコラボした、
キラキラコーヒーの販売を始めました。
3種類の味が楽しめます！

情報

2日間

6月15日土～30日日

5月18日土・19日日

いくとぴあキラキラマーケット JA新潟市直売所　新潟市中央区清五郎336 TEL：025-384-8487
●営業時間 ： 10時～18時　●５月 店休日 ： ５月１４日（火）・５月１５日（水）　６月 定休日 ： ６月１１日（火）

JA新潟市
HP

JA新潟市公式
LINE

営農経済部
LINE

キラキラマーケット
HP

キラキラマーケット
Facebook

キラキラマーケット
X

キラキラマーケット
Instagram

キラキラマーケットでのJAカードご利用分について、
カード利用代金請求時に、5％割引いたします。
カードのお申込みは各支店で

JA新潟市の
情報は
こちらから

JAカードで
もっとおトク！

JAカードご利用で

5%OFF

トマトフェア

6月1日土・2日日
小玉スイカフェア

5月25日土・26日日

5
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